
 国際的な食のイベント企画運営業務に係る企画提案公募要領  

 

大阪府では、2025年日本国際博覧会（以下、大阪・関西万博という）を機に大阪の食文化が持つ真の

魅力を国内外へ広く発信・周知するため、国際的な食のシンポジウム等を開催します。 

本事業は、民間事業者等の知識やノウハウ等を活用し、より効果的・効率的に実施するため、企画提

案公募により調査業務の受託事業者を募集します。 

 

 
 

１ 事業名（又は業務名） 

国際的な食のイベント企画運営業務 

 

(１) 事業の趣旨・目的 

 本事業の目的は、大阪・関西万博を機に大阪の食の多面的な魅力を国内外へ広く発信・周

知することで、その観光ポテンシャル等を引き出すことにより、大阪の成長に資することで

ある。 

 大阪は国内外において、食のポテンシャルが高い街として認知されている。江戸時代に「天

下の台所」と呼ばれたように、日本全国の食材が集まることに加え、地場の山海の幸にも恵

まれており、飲食店の数も多い。 

 しかしながら、「粉もん」等に代表されるように「安くて美味しい」点が好評を博している

一方で、高い付加価値を有する生産者や飲食店等が十分に知られておらず、ポテンシャルを

発揮できていないといった課題がある。 

 具体的に挙げられるのは、古くから守られてきた伝統食材の継承、環境や健康に配慮した

無農薬栽培、地域の土壌に合った独自品種の開発、食材の生産背景や地域の歴史文化を伝え

るための演出、地元食材の新鮮さを活かし美味しさを最大限に引き出す調理法の追究等であ

る。信念を持って、こだわりを貫く作り手が府域に多く存在する。 

 大阪の豊かな食文化を持続可能なものとするためには、そういった価値が認められ、継続

性を確保できる仕組みがなくてはならない。 

 世界的に著名なフードジャーナリストであり、大阪府成長戦略アンバサダーを務める Matt 

Goulding 氏も「生産者（第一次産業）が最も重要な役割を果たしている。」、「大阪の食を語

る上で”人の魅力”は欠かせない。」と評価する。 

 そこで、大阪・関西万博で国内外から来阪者が増え、大阪に注目が集まるこの機会に、シ

ンポジウムを開催し、世界に向けて大阪の食の多面的な魅力とその観光ポテンシャルを発信

するとともに、府内の多様な飲食店等を体験できるキャンペーンを実施することで、大阪の

食のイメージをアップグレードする第一歩としたい。 

本事業は「令和７年度大阪府一般会計予算」の成立を前提に事業化される停止条件付き事業です。 

予算が成立しない場合には、提案を公募したに留まり、効力は発生しませんので、あらかじめご了承ください。 



 

(２) 事業概要 

別紙「国際的な食のイベント企画運営業務 委託仕様書」のとおり 

 

(３) 委託上限額 

１００，０００，０００円（税込） 

 

２ スケジュール 

   令和７年２月 18日（火）  公募開始 

   令和７年２月 26日（水）  質問受付締切 

   令和７年３月 19日（水）  提案書類提出締切 

   令和７年３月 28日（金）  選定委員会 

   令和７年４月上旬      契約締結 

   令和７年４月上旬      事業開始 

   令和８年３月 31日（火）   事業終了 

 

３ 公募参加資格 

 次に掲げる要件をすべて満たす者又は複数の者による共同企業体（以下「共同企業体」とい

う。）であること。なお、共同企業体で参加する者にあっては、構成員全員が該当すること。 

 

(１) 次のアからクまでのいずれにも該当しない者であること。 

ア 成年被後見人 

イ 民法の一部を改正する法律（平成 11年法律第 149号）附則第３条第３項の規定によりな

お従前の例によることとされる同法による改正前の民法（明治 29年法律第 89号）第 11

条に規定する準禁治産者 

ウ 被保佐人であって契約締結のために必要な同意を得ていないもの 

エ 民法第 17条第１項の規定による契約締結に関する同意権付与の審判を受けた被補助人で

あって、契約締結のために必要な同意を得ていないもの 

オ 営業の許可を受けていない未成年者であって、契約締結のために必要な同意を得ていない

もの 

カ 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者 

キ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77号）第 32条第１項

各号に掲げる者 

ク 地方自治法施行令第 167条の４第２項各号のいずれかに該当すると認められる者（同項各

号のいずれかに該当すると認められることにより、大阪府入札参加停止要綱に基づく入札

参加停止の措置を受け、その措置期間を経過した者を除く。）又はその者を代理人、支配



人その他の使用人若しくは入札代理人として使用する者 

(２) 民事再生法（平成 11年法律第 225号）第 21条第１項又は第２項の規定による再生手続開始

の申立てをしている者又は申立てをなされている者（同法第 33条第１項の再生手続開始の

決定を受け、かつ、大阪府入札参加資格審査要綱に基づく物品・委託役務関係競争入札参加

資格の再認定がなされた者を除く。）、会社更生法（平成 14年法律第 154号）第 17条第１項

又は第２項の規定による更生手続開始の申立てをしている者又は申立てをなされている者

（同法第 41条第１項の更生手続開始の決定を受け、かつ、同要綱に基づく物品・委託役務

関係競争入札参加資格の再認定がなされた者を除く。）、金融機関から取引の停止を受けてい

る者その他の経営状態が著しく不健全であると認められる者でないこと。 

(３) 府の区域内に事業所を有する者にあっては、府税に係る徴収金を完納していること。 

(４) 府の区域内に事業所を有しない者にあっては、主たる事務所の所在地の都道府県における最

近１事業年度の都道府県税に係る徴収金を完納していること。 

(５) 消費税及び地方消費税を完納していること。 

(６) 大阪府入札参加停止要綱に基づく入札参加停止措置を受けている者又は同要綱別表各号に掲

げる措置要件に該当する者でないこと。 

(７) 次のアからウのいずれにも該当しない者であること。 

ア 大阪府暴力団排除条例に基づく公共工事等からの暴力団の排除に係る措置に関する規則

（令和２年大阪府規則第 61号。以下「暴力団排除措置規則」という。）第３条第１項に規

定する入札参加除外者（以下「入札参加除外者」という。） 

イ 暴力団排除措置規則第９条第１項に規定する誓約書違反者（以下「誓約書違反者」とい

う。） 

ウ 暴力団排除措置規則第３条第１項各号のいずれかに該当すると認められる者 

(８) 府を当事者の一方とする契約（府以外の者のする工事の完成若しくは作業その他の役務の給

付又は物件の納入に対し府が対価の支払をすべきものに限る。以下同じ。）に関し、入札談

合等（入札談合等関与行為の排除及び防止並びに職員による入札等の公正を害すべき行為の

処罰に関する法律（平成 14年法律第 101号）第２条第４項に規定する入札談合等をいう。

以下同じ。）を行ったことにより損害賠償の請求を受けている者でないこと。 

 

４ 応募の手続き 

 本事業の提案に参加を希望する者の受付手続等は、以下のとおりです。 

「３ 公募参加資格」を確認の上、必要な書類を受付期間内に提出してください。 

 

(１) 公募要領の配布及び応募書類の受付 

ア 配布期間 

令和７年２月 18日（火）から令和７年３月 19日（水）まで 

イ 配布方法 

大阪府政策企画部成長戦略局ホームページ



（https://www.pref.osaka.lg.jp/o020060/seicyo/torikumi/foodevent.html）からダウ

ンロードできます。（郵送による配布は行いません。） 

ウ 受付期間 

令和７年２月 18日（火）から令和７年３月 19日（水）まで（土曜日、日曜日を除く、午

前１０時から午後５時まで（正午から午後１時の間を除く）） 

エ 受付場所 

大阪府政策企画部成長戦略局成長戦略担当 

住  所：〒540-8570 大阪市中央区大手前２丁目 大阪府庁本館５階 

電話番号：06-4397-3593 

郵送による提出の場合は、令和７年３月 19日（水）必着でお願いします。 

オ 費用の負担 

応募に要する経費は、すべて応募者の負担とします。 

 

(２) 応募書類（以下、記載例） 

ア 応募申込書（様式１：１部） 

イ 企画提案書（様式２：正本１部、副本７部） 

ウ 応募金額提案書（様式３：正本１部、副本７部） 

エ 事業実績申告書（様式４：正本１部、副本７部） 

オ 共同企業体で参加の場合 

① 共同企業体届出書（様式５：１部） 

② 共同企業体協定書（写し）（様式６：１部） 

③ 委任状（様式７：１部） 

④ 使用印鑑届（様式８：１部） 

カ 誓約書（参加資格関係）（様式９：１部） 

 

［添付書類］ 

ア 定款又は寄付行為の写し（１部）（原本証明してください。） 

イ  

① 法人登記簿謄本（１部） 

・法人の場合に提出してください。 

・発行日から３カ月以内のもの 

② 本籍地の市区町村が発行する身分証明書（１部） 

・個人の場合に提出してください。 

・発行日から３カ月以内のもの 

・準禁治産者、破産者でないことが分かるもの 

③ 法務局が発行する成年後見登記に係る登記されていないことの証明（１部） 

・個人の場合に提出してください。 

・発行日から３カ月以内のもの 



・「成年被後見人、被保佐人、被補助人とする記録がない」ことの証明 

ウ 納税証明書（各１部）（未納がないことの証明：発行日から３カ月以内のもの） 

① 大阪府の府税事務所が発行する府税（全税目）の納税証明書 

・大阪府内に事業所がない方は、本店を管轄する都道府県税事務所が発行するものに 

代えます。 

② 税務署が発行する消費税及び地方消費税の納税証明書 

エ 財務諸表の写し（１部：最近１カ年のもの、半期決算の場合は２期分） 

① 貸借対照表 

② 損益計算書 

③ 株主資本等変動計算書  

オ 障害者雇用状況報告書の写し（１部） 

【常時雇用労働者数が 40.0人以上の事業主の場合】 

「障害者の雇用の促進等に関する法律」により事業主（常時雇用労働者数が 40.0人 

以上)に義務化されている｢障害者雇用状況報告書（様式第６号）｣の写し 

・令和６年６月１日現在の状況について記載したもので、本店所在地管轄の公共職業 

 安定所に提出済で受付印のあるもの（インターネットによる報告をした場合は、付 

 印は不要ですが、到達を確認できる書類を併せて提出して下さい。）  

【常時雇用労働者数が 40.0人未満の事業主の場合】 

「障がい者の雇用状況について」（様式 10） 

 

(３) 応募書類の返却 

応募書類は理由の如何を問わず、返却しませんのでご了解ください。 

なお、応募書類は本件に係る事業者選定の審査目的のみに使用し、他の目的には使用しませ

ん。 

(４) 応募書類の不備 

応募書類に不備があった場合には、審査の対象とならないことがあります。 

(５) その他 

ア 応募は１者１提案とします（共同企業体構成員として参加する場合を含む）。 

イ 応募書類の提出に際しては、正本１部、副本７部をそれぞれ１部ずつＡ４ファイルに綴っ

て提出してください。応募書類は電子媒体での提出もお願いします。 

ウ 副本は選定委員会での説明資料になります。提案内容をより客観的かつ公正に審査するた

め、提案事業者が特定できる内容や担当者名等の個人情報が記載されている場合は、副本

の当該箇所を黒塗りし提出してください。 

エ 正本の表紙及び背表紙には、提案事業タイトルと提案団体名を記入してください。副本

は、表紙・背表紙ともに不要です。 

オ 書類提出後の差し替えは認めません（大阪府が補正等を求める場合を除く）。 

カ 提出書類に虚偽の記載をした者は本件への参加資格を失うものとします。 

 



５ 質問の受付 

(１) 受付期間 

公募開始日から令和７年２月 26日（水） 午後５時まで 

(２) 提出方法 

電子メール（growthstrategy@gbox.pref.osaka.lg.jp）で受け付けます。 

質問への回答は政策企画部成長戦略局ホームページ

（https://www.pref.osaka.lg.jp/o020060/seicyo/torikumi/foodevent.html）に掲示し、

個別には回答しません。 

６ 審査の方法 

(１) 審査方法 

ア (２)の審査基準に基づき、外部委員で構成する選定委員会による審査を行い、最優秀提案

者（及び次点者）を決定します。ただし、最高点の者が複数者いる場合は、提案金額の安

価な者を最優秀提案事業者とします。 

イ 審査は、書類審査及びプレゼンテーション審査にて行います。プレゼンテーション審査の

日時は、事前に通知を行います。 

プレゼンテーション審査では、事前に提出した応募書類以外の資料等を使用することはで

きません。また、パワーポイント等の機材は使用できませんのでご了承ください。 

ウ 最優秀提案者の評価点が、審査の結果、100点満点中 60点以下の場合は採択しません。な

お、審査内容に係る質問や異議は一切受け付けません。 

エ 最優秀提案者は特別の理由がないかぎり、契約交渉の相手方に決定します。 

 

(２) 審査基準 

審査項目 審査内容 配点 

 

事
業
内
容
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て 

（１）大阪の多面的な食の魅力とその観光ポテンシャルを国

内外へ発信するシンポジウムの開催 

◇本事業の趣旨・目的に沿ったインパクトのある名称とテー

マ（テーマ例：「持続可能な食」、「大阪という地域や食文化

が持つ魅力・観光ポテンシャル」等） 

◇シンポジウムの詳細（開催日及び期間、会場、パネリスト、

会場参加者の想定、参加者数の想定、当日のプログラム、エ

クスカーション先、事前プロモーション手法及び期間、効果

測定の方法等） 

◇世界複数の国や地域において発信できる効果的な事後プロ

モーション手法等（媒体、対象の国や地域、期間、回数等） 

◇パネリスト等や参加者による発信・拡散（SNS等）を促す等、

 

30点 

 

75点 



シンポジウムの効果をその後も維持・発展させる仕掛け 

◇本事業を受託するにあたっての提案事業者の強み（関係機

関・連携先・企業ネットワーク、類似の実績、専門知識や経

験、能力等を有するスタッフの有無等） 

（２）大阪の多面的な食の魅力を多くの来阪者等に体験して

もらうキャンペーンの実施 

◇本事業の趣旨・目的に沿ったインパクトのある名称 

◇（１）のテーマ・内容との整合性 

◇キャンペーンの詳細（実施期間、キャスティングするインフ

ルエンサーの想定、飲食店の選定・調整方法、ターゲットと

する参加者の属性、目標参加者数、プロモーション手法及び

期間、活用するメディア、対応言語、効果測定の方法等） 

◇本事業を受託するにあたっての提案事業者の強み（関係機

関・連携先・企業ネットワーク、類似の実績、専門知識や経

験、能力等を有するスタッフの有無等） 

◇大阪・関西万博期間終了後も民間企業主導でキャンペーン

を維持できる仕掛け等、提案事業の出口戦略 

 

30点 

（３）広報、パブリシティ 

◇効果的な広報、パブリシティを実施する。 

◇広報に必要な媒体の作成を行い、効果的な手法で広く国内

外へ情報発信する。 

◇テレビや新聞、雑誌等のメディアに取り上げられるよう戦

略的な広報を実施する。 

◇パネリスト等や参加者による発信・拡散（SNS等）を促す。 

 

15点 

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
実
施
体
制 

・業務責任者が配置され、業務を確実かつ効果的に実施するた

めの適切な役割分担のもと、必要な人員体制が確保された、

事業実施体制が提案されているか。 

・業務の進め方の全体的な方針、目標等が示されており、それ

を踏まえたスキームが具体的に提案されているか。また、検

討スケジュールが現実的かつ効果的なものとなっている

か。 

・本事業を受託するにあたっての提案事業者の強み（類似の事

業実績・経験、事業遂行能力等を有するスタッフの有無、想

定している連携事業者・機関など）があるか。 

・その他、本事業をより効果的・効率的に実施できるオリジ 

ナリティのある取組みが提案されているか。 

 

15点 



障
が
い
者
雇
用 

企業全体において、常用労働者 40.0人以上の場合、法定雇用

障がい者数を超える障がい者を雇用しているかどうか。また

は、常用労働者 40.0人未満の場合、１人以上障がい者を雇用

しているかどうか。 

※共同企業体の場合は、構成員全ての企業において上記人数

を雇用していることを加点の要件とする。 

 

5点 

価
格
点 

価格点の算定式 

満点（5点）×提案価格のうち最低価格／自社の提案価格 

※上記計算式をもって算出した数値の小数点以下第２位を四

捨五入した数値を得点とする。 

 

5点 

合    計 100点 

 

(３) 審査結果 

ア 契約交渉の相手方が決定した後、審査結果は採択に関わらず、応募いただいた全応募者に

通知します。 

イ 選定過程の透明性を確保する観点から、以下の項目を政策企画部成長戦略局ホームページ

（https://www.pref.osaka.lg.jp/o020060/seicyo/torikumi/foodevent.html）において

公表します。なお、応募者が２者であった場合の次点者の得点は公表しません。 

① 最優秀提案事業者及び契約交渉の相手方と評価点  

＊品質点・価格点を配点した場合の価格点・提案金額 

② 全提案事業者の名称 ＊申込順 

③ 全提案事業者の評価点 ＊得点順  内容は①に同じ 

④ 最優秀提案事業者の選定理由 ＊講評ポイント 

⑤ 選定委員会委員の氏名及び選任理由 

⑥ その他（最優秀提案事業者と契約交渉の相手方が異なる場合は、その理由） 

(４) 審査対象からの除外（失格事由） 

次のいずれかに該当した場合は、提案審査の対象から除外するとともに、別途、入札に準じ

て入札参加停止等の措置を講じることとします。 

ア 選定委員に対して、直接、間接を問わず、故意に接触を求めること。 

イ 他の応募提案者と応募提案の内容又はその意思について相談を行うこと。 

ウ 事業者選定終了までの間に、他の応募提案者に対して応募提案の内容を意図的に開示する

こと。 

エ 応募提案書類に虚偽の記載を行うこと。 

オ その他選定結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為を行うこと。 

 

７ 契約手続きについて 

(１) 契約交渉の相手方に選定された者と大阪府との間で協議を行い、契約を締結します。 



(２) 契約金額の支払いについては、精算払いとします。 

(３) 契約に際して、暴力団排除措置規則第８条第１項に規定する誓約書（様式 11）を提出いた

だきます。誓約書を提出しないときは、大阪府は契約を締結しません。 

(４) 契約交渉の相手方が、契約交渉の相手方として決定した日から契約締結の日までの間におい

て、暴力団排除措置規則第３条第１項に規定する入札参加除外者、同規則第９条第１項に規

定する誓約書違反者又は同規則第３条第１項各号のいずれかに該当したと認められるとき

は、契約を締結しません。 

(５) 契約交渉の相手方が、契約交渉の相手方として決定した日から契約締結の日までの間におい

て、次のア又はイのいずれかに該当したときは、契約を締結しないことがある。 

ア 大阪府入札参加停止要綱に基づく入札参加停止の措置を受けている者又は同要綱別表各号

に掲げる措置要件に該当する者 

イ 府を当事者の一方とする契約に関し、入札談合等を行ったことにより損害賠償の請求を受

けた者 

(６) 契約相手方は、この契約の締結と同時に、契約金額の 100分の５以上の額の契約保証金を納

付しなければならない。ただし、契約保証金の納付は、次に掲げる担保の提供をもって代え

ることができる。 

ア 国債又は地方債。この場合において、提供される担保の価値は額面金額又は登録金額によ

る。 

イ 政府の保証のある債券又は銀行、株式会社商工組合中央金庫、農林中央金庫若しくは全国

を地区とする信用金庫連合会の発行する債券。この場合において、提供される担保の価値

は額面金額又は登録金額（発行価格が額面金額又は登録金額と異なるときは、発行価格）

の８割に相当する金額による。 

ウ 銀行又は大阪府が確実と認める金融機関（出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関

する法律（昭和 29年法律第 195号）第３条に規定する金融機関（銀行を除く。）をいう。

以下この項において同じ。）が振り出し、又は支払保証をした小切手。この場合におい

て、提供される担保の価値は小切手金額による。 

エ 銀行又は大阪府が確実と認める金融機関が引き受け、又は保証若しくは裏書をした手形。

この場合において、提供される担保の価値は手形金額による。 

オ 銀行又は大阪府が確実と認める金融機関に対する定期預金債権。この場合において、提供

される担保の価値は当該債権の証書に記載された債権金額による。 

カ 銀行又は大阪府が確実と認める金融機関の保証。この場合において、提供される担保の価

値は保証書に記載された保証金額による。 

(７) (６)の規定にかかわらず、次のいずれかに該当するときは、契約保証金の全部又は一部を免

除する。 

ア この契約による債務の不履行により生ずる損害をてん補する履行保証保険契約（保険金額

は、契約金額の 100分の５以上）を締結したとき。この場合においては、契約相手方は履

行保証保険契約の締結後、直ちにその保険証券を大阪府に寄託しなければならない｡ 

イ 大阪府財務規則（昭和 55年大阪府規則第 48号）第 68条第３号に該当する場合における



契約相手方からの契約保証金免除申請書の提出（国、地方公共団体、独立行政法人通則法

第二条第一項に規定する独立行政法人、国立大学法人法第二条第一項に規定する国立大学

法人、地方独立行政法人法第二条第一項に規定する地方独立行政法人又は沖縄振興開発金

融公庫と同種類及び同規模（当該契約金額の７割以上）の契約履行実績が過去２年間で２

件以上ある場合で、かつ、不履行がないと認めるとき）。 

ウ 大阪府財務規則第 68条第６号に該当する場合。 

 

８ その他 

 応募提案にあたっては、大阪府公募型プロポーザル方式実施基準、公募型プロポーザル方式応募

提案・見積心得、公募要領、仕様書等を熟読し遵守して下さい。 


